
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０１４年 ２月 第１7 号 

公明党の地域包括ケアシステム推進本部は 

初会合を開き、「地域包括ケアシステム」の構築

に向け、全力で取り組んでいくことを確認した。

これには全国から地方議員も参加し、活発に意見

交換も行われた。 

地域包括ケアシステムとは、団塊の世代が後期高齢者

となる 2025 年を見据え、高齢者が認知症や重度の

要介護状態になっても、可能な限り住み慣れた地域で

暮らせるよう、医療、介護、介護予防、住まい、生活

支援を一体で支える体制のこと。 

会合で井上義久幹事長は、「地域包括ケアシステムと

いっても、全国一律の形があるわけではない」と指摘。

今後の高齢社会に対応するため、地域の実情と特色を

生かして、医療、介護、福祉の連携体制を構築させる

必要があると述べ、「“主戦場”はあくまでも自治体だ。         

公明党のネットワークと、議員一人一人の力の発揮ど

ころだ」と訴えた。  

地域密着介護予防は大事な取組みのひとつです。いくつかの会に一緒に

参加させていただくことで、様々な課題もみえてきます。 

これからも、楽しみながらみなさんの声を聴かせていただき、市政に届

け反映させていきます。 

いくつかの事業所を廻らせていただき、

様々な課題をお聴き 

します。それらの声 

をネットワーク力を 

活かし政府に働きか 

けて参ります。 

事業者さんの声を抱え会合に参加しました。 

今後も積極的に参加し訴えてまいります。 

衆院第２議員会館で厚生労働省交えての初会合 
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TEL&FAX 048-461-6669 

ﾒｰﾙ endou-soudan@i.softbank.jp 

http://www.komei.or.jp/km/asaka-endou-mame/ 

防災行政無線を専用のラジオで聞けます。 

専用ダイヤルにより内容を確認することも 

できます。 

専用ダイヤル０８００－８０００－７４４０８００－８０００－７４４０８００－８０００－７４４０８００－８０００－７４４    

自身の心の状態をセルフチェック 

できます。  スマホや市のＨＰから 

                    お気軽に 

             ご利用ください。 

 

ＱＲコード 

障がい者地域活動支援センターで製作した

品物を、市役所で販売できるようになりま

した。みなさん、ぜひご利用ください。 

災害備蓄品に準備完了 


